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３
月
19
日
、
市
役
所
本
庁
で
「
家

族
経
営
協
定
調
印
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
家
族
に
よ
る
農
業
経

営
に
つ
い
て
経
営
の
方
針
や
家
族
の

個
々
の
役
割
、
就
業
条
件
や
就
業
環

境
に
つ
い
て
家
族
で
取
り
決
め
、
実

行
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

今
回
は
末
鶴
家
、
中
村
家
、
片
平
家
、

大
保
家
の
４
組
が
協
定
を
結
び
ま
し

た
。
式
で
は
、
市
長
他
２
名
の
立
会

人
の
も
と
、
署
名
を
行
い
「
協
定
書

の
内
容
を
守
り
、
家
族
で
協
力
し
て

経
営
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
」
と
決

意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

３
月
15
日
、
末
吉
総
合
セ
ン
タ
ー

で
「
平
成
29
年
度
自
衛
隊
入
隊
者
壮

行
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
曽
於
市
か
ら
入
隊
す
る
の

は
４
人
で
、
当
日
は
３
人
の
入
隊
者

や
そ
の
家
族
、
来
賓
の
方
々
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

入
隊
者
を
代
表
し
て
、
陸
上
自
衛

隊
に
入
隊
す
る
園
田
竜
大
さ
ん
が
「
曽

於
市
出
身
者
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
、

立
派
な
自
衛
官
と
し
て
全
国
で
活
躍

す
る
こ
と
が
一
番
の
お
礼
だ
と
思
い

ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
入

隊
者
の
皆
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

市
文
化
財
保
護
審
議
会
の
答

申
に
基
づ
き
、
平
成
30
年
３
月

20
日
付
け
で
、
明
治
初
期
に
関

す
る
資
料
２
件
を
新
た
に
市
指

定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

１
件
目
は
、「
月
野
村
非
常

日
誌
」
で
す
。
こ
れ
は
、
志
布

志
郷
月
野
村
に
よ
る
明
治
10
年

（
一
八
七
七
）
の
西
南
戦
争
時

の
記
録
で
、
西
郷
軍
（
私
学
校

軍
）
か
ら
の
依
頼
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
内
容
は
、
戦
傷
病
者
送

り
な
ど
の
駕
篭
や
馬
の
割
り
当

て
、
病
院
へ
の
食
料
の
調
達
、

農
兵
出
兵
依
頼
等
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
月
野
が
戦

場
と
な
る
と
、
そ
の
間
、
日
誌

は
白
紙
と
な
っ
て
い
ま
す
。
西

郷
軍
撤
退
後
は
、
政
府
軍
か
ら

の
依
頼
が
次
々
と
課
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
非
常
日
誌

は
、
月
野
村
の
人
々
が
西
南
戦

争
の
戦
禍
に
巻
き
込
ま
れ
て
い

く
様
子
を
伝
え
る
貴
重
な
文
書

で
す
。

　

も
う
１
件
は
、「
太
政
官
高

札
」
で
す
。
２
枚
（
五
榜
の
掲

示
・
阿
片
禁
止
令
）
あ
り
、
い

ず
れ
も
明
治
初
期
に
恒
吉
郷
に

立
て
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
は
慶
応
４
年
／
明
治
元

年
（
一
八
六
八
）
に
、
明
治
新

政
府
が
民
衆
に
対
し
て
守
る
べ

き
事
項
を
伝
え
た
も
の
で
、
旧

薩
摩
藩
内
に
は
ほ
と
ん
ど
残
っ

て
お
ら
ず
、
非
常
に
貴
重
な
歴

史
資
料
で
す
。

　

今
回
の
指
定
物
件
は
、
い
ず

れ
も
大
隅
郷
土
館
に
て
展
示
し

て
い
ま
す
。

3/19 3/15

3/20

家族経営の協定調印式 自衛隊入隊者壮行会を開催

明治初期の記憶を伝える資料が市の指定文化財に

まちのわだいまちのわだいSOO CITY'S TOPICS 
曽於市の出来事をお届けします！
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４
月
６
日
、
曽
於
警
察
署
武
道
場
で

「
春
の
地
域
安
全
・
交
通
安
全
運
動
出

発
式
」
が
行
わ
れ
、
防
犯
・
交
通
安

全
関
係
団
体
な
ど
か
ら
約
２
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
に
先
立
ち
、
輪
光
保
育
園
の
園
児

に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
と
ダ
ン
ス
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
防
犯
活
動

な
ど
で
顕
著
な
実
績
を
上
げ
た
交
番
・

駐
在
所
に
贈
ら
れ
る
『
チ
ェ
ス
ト
交

番
』
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
岩
川
交

番
に
表
彰
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
関
係
団
体
と
一
致
団
結

し
地
域
の
安
全
を
守
り
ま
す
」
と
そ

お
星
人
が
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

４
月
13
日
、
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
レ
ガ
ッ
タ
Ｕ
―
16
日
本
代
表
に
選
ば

れ
た
末
吉
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
の
尾
上
楓

さ
ん
（
曽
於
高
校
１
年
）
が
市
長
へ

報
告
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
月
に
香
川
県
で
選
考
会
が
行
わ

れ
、
同
年
代
の
選
手
を
圧
倒
す
る
好

成
績
を
残
し
、
日
本
代
表
を
手
に
し

ま
し
た
。

　

尾
上
さ
ん
は
「
う
ま
く
ス
タ
ー
ト

を
切
れ
れ
ば
自
信
が
あ
る
。
世
界
規

模
の
大
会
で
結
果
を
残
し
た
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。
日
本
代
表
と
し
て

出
場
す
る
大
会
は
、
５
月
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
１
日
、
お
お
す
み
弥
五
郎
伝

説
の
里
で
「
弥
五
郎
の
里
桜
ま
つ
り
」

の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
の
は
大

隅
弥
五
郎
太
鼓
で
、
迫
力
あ
る
演
奏
を

披
露
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
地
元
の

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
演
奏
や
ダ
ン
ス
、

地
元
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
そ
お
星
人
』

『
そ
お
太
く
ん
』『
や
ご
じ
い
』
も
登

場
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
津
曲
芳
夫
さ
ん
は

「
桜
ま
つ
り
と
い
え
ば
『
弥
五
郎
の
里

桜
ま
つ
り
』
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
充

実
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

４
月
８
日
、
財
部
町
の
溝
ノ
口
洞

穴
で
「
岩
穴
祭
り
」
が
行
わ
れ
、
奴

踊
り
と
棒
踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
毎
年
お
釈
迦
様
の

誕
生
日
（
４
月
８
日
）
に
近
い
日
曜

日
に
開
か
れ
、
今
年
は
当
日
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
奴
踊
り
に
は
中
谷
小

学
校
の
全
児
童
11
人
が
参
加
。
２
月

下
旬
か
ら
週
２
回
１
時
間
程
度
練
習

し
、
軽
妙
な
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

地
元
の
保
存
会
に
よ
る
棒
踊
り
と
刀

踊
り
は
隔
年
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

中
谷
小
２
年
の
松
下
遥
樹
さ
ん
は

「
初
め
て
で
緊
張
し
た
け
ど
百
点
満
点

の
出
来
栄
え
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
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そお星人が決意表明！

尾上さんカヌーで日本代表に！

弥五郎の里桜まつりを開催

洞穴前で奴踊りを奉納




